
(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 ・ 別 年 報

第2表令和 元年 大阪

集計表

地裁管内

検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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大阪第一検総第5号 令和2年1月 15日
●

最高裁判所刑事局長 大阪一検事務局長
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(別紙様式第2）
一

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

大阪 地裁管内

大阪第一 検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員｣.の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

大阪第一検総第4号 令和2年1月 15日

最高裁判所刑事局長 大阪一検事務局長
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
大阪 地裁管内

大阪第二 検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年 大阪 地裁管内

大阪第三 検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の｢審査状況」の各棚及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

大阪 地裁管内

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年 大阪

堺

地裁管内

検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

大阪 地裁管内

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び．｢未済人員」の欄は， ．法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

岸和田検第2号 令和2年1月6日

最高裁判所刑事局長 岸和田検事務局長
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(検･統ろ－2）

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元一年
京都地裁管内

検察審査会（集計表） 、

(最刑一）
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棡及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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京都第一検審第5号 令和2年1月15日

最高鯉判所31蛎絶間jiﾘ邪局長殿 京都第一検察栫盃会邪務局長

処
理
区
分

8

既 済 人 員
｡ ◆

議 決 結 果 ●
凸 審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）

起
訴
相
当

不
起
訴
不
当

不起訴相当
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訴
猶
予
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不

十
分

嫌
疑
な
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．
な
ら
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申
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て
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げ

そ
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訴
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分
の
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在

申
立
権
な
し

再
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の
申
立
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そ
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小

計

移

送

今
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計

審査期間
(受理の日から）

月
内
以
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、

三
月
以
内

六
月
以
内

九
月
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・
内

参
句
年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数

1

回

2

回

3

回

4

回

５
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以
上

証人尋問等の実施
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官
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被
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助
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者

審査補助員

起
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当
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起
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不
当
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当
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、
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送
）
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の
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（
審
査
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切
り
、

第

二
段
階
の
審
査

未済人員

(第2段階の審

査事件を含む）

六
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年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

1 5
●

１
毎
．
０
０
《
■

6 ’5 27
己
■
一
■
Ｕ
《
◆

5 6 31 1 32 66 4 45 14 3 62 4
■

7 1

備
考
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(検･統ろ－2）

(別紙様式第2） ー一

I

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
京都地裁管内

京都第一検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

京都第一検審第4号

燈高栽判所:i職総刷jIﾘﾘ「局長殿

処
理
区

分

既 済 人 員
■

議 決 、 結､ 果 審 査状 況（第2段階の審査事件を含む）
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訴
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当
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訴
不
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訴
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①
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●
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立
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．
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審査期間
(受理の日から）
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内
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年
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る
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の
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回
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回
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上
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察
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．
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助
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者

審査補助員
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不
起
訴
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訴
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当

申
立
却
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、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
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切
り
、

第
二
段
階
の
審
査

未済人'員

(第2段階の審

査事件を含む）
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一
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員
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(検･統ろ－2）

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
京都地裁管内

京都第二検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

京都第二検審第3号 令和2年1月15日

最商扱判所邪務捻周ﾉiﾘ11「局長殿 京都第二検察群流会11F務局長

処
理
区
分

既 済 人 員
● 口

議 決 結 果 審 査 状況（第2段階の審査事件を含む）
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訴
相
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不
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【機雷擴議ろ-2）
(別紙様式第2）

I

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
京都地裁管内

宮津検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

宮津検審第2号

殿商拙判所叫蛎縛局〃卿f局長殿
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■ ｡
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内
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員
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(検･統ろ－2）

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
京都地裁管内

舞鶴検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員｣の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

舞鶴検審第2号 令和2年1月10日

最高波判所邪務総周Ⅱﾘ邪局長殿 獅鶴検察辮査会事務局長
● -

処
理
区
分

既 済 人 員

議 決 結 果 審 査 状 況.(第2段階の審査事件を含む）
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審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一

年

以

内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

1
“
０
口
０
－
。

1 l ‘ １
。

◆ p

備

考

0今

‐

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

● ●

■ 今

寺

｡ ■ ● ●
● ｡ ■

口 一
■ ■

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
､その他

(具体的に）

審査期間
.及び人員

●



(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

神戸 地裁管内

崖言＋堯 1全塞率奉公、

◆
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鐘
日
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C ●

処
理
区
分
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議 決 結 果 ー

● 審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）
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査
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員
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(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

神戸 地裁管内

呈二且－－4－~ｰ ■▲ △ -－－－ ． ．、

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
■

●

処
理
区
分

g犯 揖 人 目

議 決 結 果
審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）

起
・
訴
当
相

不
起
訴
不
当

不起訴相当

起
訴
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
望

寸

そ

･の

他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
・
他

小

計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
〈
ロ

計

審査期間
(受理の日から）

一

月

以

内

月

以
内

六
月
以
内

九
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数
■ ■

1

回

2

回

3．

回

４

回

５

回
以
上

証人尋問等の実施

検
察
官

申
立
人

被

疑

者

証
人

助
言
者

審査補助員

起
訴
相
当

不
起
訴
不
当

不
起
訴

相
当

申
立
却
下
、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
打
切
り
、

第
二
段
階
の
審
査

未済人員

(第2段階の審

査事件を含む）

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一
年
以

内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

0 0 6 8 8 5 0 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 .27 2 4 、 ．17 、 4 0 0 27 0 0 0 ． 0 0
●

凸

0

，

0 0 0 0 0 0 .0 0 9 0 0

備
考

■ 。

ら ◆
■

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
q 年

C ■ ｡

■

‐ ●

4

『 ●

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑 その他

(具体的に）

審査期間
及び人員

〃 ｡



(別紙様式第2）
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の棚は, ．法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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神戸 地裁管内
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び｢未済人員」の柵は，法第41条の2－の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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(別紙様式第2） ’
(検･統ろ－2）

既 済 事 件 手 続 別． 年 報

第2表令和 年元
奈良地裁管内

葛城検察審査会
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棡及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定に．よる審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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別紙(3)

（別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和元年 ~

大津地裁管内

検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棡及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

| ‘
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事務総局刑事局長殿 大津検察審査会
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別紙(3)

(別紙様式第2.）

既 済 事 件 手 ・ 続 別 年 報
第2表令和元年

大津地裁管内

大津検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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F

-(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和元年

大津地裁管内

彦根検察審査会
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員｣.の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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別紙(3)

（別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 ・ 報

第2表平成 年
大津地裁管内
長浜検察審査会
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。
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計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

色

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移

送

今
ロ

計

審査期間
(受理の日から）

月
内
以

三
月
以
内

六
月
以
内

九
月
以
内

年
以
内

■ ■

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数

1

回

、2

回

3

回

４

回

５
上
回
以

証人尋問等の実施

検
察
官

申
立
人

被
疑
者

･証

人

助
言
者

審査補助員

起

訴
相
当

不
起
訴
不
当

不
起
訴
相
当

申
立
却
下
、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
打
切
り
へ

第
二
段
階
の
審
査

未済人 昌一、

(第2段階の審

査事件を含む）

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一
年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
G

0 0 0 0 0 0 0 0 0

e

O ’ 0 0 0 0 ・ 0 0 0 .0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0． 0

備

考

b ●

由 ｡

■ ●

■ ● -

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

■ 印

■ ●

、 ● ら

● ■

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
・ その他

(具体的に）

審査期間
及び人員 ● □



(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報
第2表令和 元年

和歌山地裁管内

集計表

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各棚及びE未済人員」の棚は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

I

処
理
区
“
分

既 揖 人 員

議 決 結 果 審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）
起

訴

相

当

不
起
訴
不
当

不起訴相当

起
訴
猶
予

嫌
疑
不

卜
ー

分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
や
一

す

そ
の
他

小

計

■

①

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

● そ
の
他

小

計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
．
の
他

小

計

移
今
ロ

計

審査期間
(受理の日から）

P

一
月
以
・
内

●
■

三
月
以
内

六
月
以
内

九
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数

１

回

2

回

3

回

４
．
回

５

回
以
上

証人尋問等の実施

検

察

官

申
立
人

被
疑
者

証

人

助
言
者

審査補助員

起
訴
相
当

不
起
訴
不
当

不
起
訴
相
当

申
立
却
下
、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
打
切
り
、

第
二
段
階
の
審
査

未.済人員

(第2段階の審

査事件を含む）

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

4
旬
日
Ⅱ
《
命

4 5 ◆
●

2
■

2

● ～

凸

11 4 2 1 4
，

7 2 2 7

備

考

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

0

● ｡

－ ■

■ 9

■ け

申 0

● ●

被疑者不明 、被疑者疾病 事案複雑 その他

(具体的に）

審査期間
及び人員



争い■ー

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手． 続 別 年 報
第2表令和 元年

和歌山地裁管内
和歌山検察審査会

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員」の柵は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

処
理
区
分

耽 済 人 昌
一、

議 決 結 ・果 審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）

起
訴
相
・
当

不
起
訴
不
当

不起訴相当

起
訴
猶
予

嫌
疑
不
十
分

嫌
疑
な
し

●
。

罪
と
な
ら
争
一

1

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取

下
げ

そ
の
他

■●

小

計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
、
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
〈
ロ
・
・

●
①

■
①

計

審査期間
(受理の日から）

月
内
以
・

①
由
三
月
以
内

六
月
以
内

九
月
内
以

一

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数

１
‐

回

2

回

３

回

4

回

５

回
以
上

証人尋問等の実施

検
察
官

申
立
人

被
疑
者

■
ず

証
人

助

言

者

審査補助員

起
訴
相
当

不

起
訴
不
当

不
起
訴
相
当

申
立
却
下
、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
打
切
り
、

第
二
段
階
の
審
査

未済人 昌一、

(第2段階の審
寺

査事件を含む）

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
．
る
も
の

人
員

2
■
■

勺
‐
‐
《
■

4 5
口

可

2 2
，

､9 3 2 1 3
■

■ ■

6
一
『
口
０
１
《
■

2
■

2

傭

考

●

ら

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

d g

旬 七

▲ 今

｡ ‐

■

■ ▽

｡ 弓

■ ■

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間
及び人員

■ ●



(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 元年
和歌山地裁管内

田辺検察審査会

(最刑一）

(注)・ 「既済人員」の「審査状況」の各柵及び「未済人員」の欄は，法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

処
理
区
分

旬 ■
既 ． 済 人

巨

自
一、

議 決 結 果 審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）

起
訴
相
当

不
起
訴
不
当

不起訴相当

●
●

起
訴
猶
予

嫌

疑
〃 ●

不

十

分

嫌
疑
な
し

罪
と
な
ら
塗

寸

そ
の
他

小

計

審査打切り

申
立
て
の
取
下
げ

そ
の
他

小

計

申立却下

不
起
訴
処
分
の
不
存
在

申
立
権
な
し

再
度
の
申
立
て

そ
の
他

小

計

移
〈
ロ

計

審査期間
(受理の日から）

一

月

以

内

三
月
以
内

■

六
月
以
内

九
月
以
内

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

会議回数

1

回

２

回

の
□

３

回

4

回

５

回
以
上

■
■

証人尋問等の実施

検
察
官

申

立

人
■

被

疑

者

証

人

由
■

助
言
・
者

審査補助員

起
訴
相

当

不
起
訴
不
当

不
起
訴
相
当

申
立
却
・
下
、
移
送
）

そ
の
他
（
審
査
打
切
り
．
、

第
二
段
階
の
審
査

未済人員

(第2段階の審

査事件を含む）

審査期間
(受理の日から）

六
月
以
内

一

年
以
内

一
年
を
超
え
る
も
の

人
員

2

。
●

。
■

2
9

１
。 1 1

．
１ 5

備

考

未済事件のうち，審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

勺 ■ ■

■ ｡

ら

■ ｡

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）

審査期間

及び人員


